
前年度から工事や定植の時期を検討し、計画的に進めていくことが重
要です。また、芝生化推進協議会(p12参照）を立ち上げ、保護者や地域
の方々に計画段階から参画いただくとスムーズに進められます。
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春になるとだんだんと暖かくなり、冬芝から夏芝への生え替わりが始まります。この時期の
維持管理は、冬芝を早く枯らし、夏芝の育成を促すことに重きをおいて維持管理を行います。

○散水
基本的に、この時期の散水は不用です。ただし、芝生の葉がしおれて緑色が薄くなり、カー

ルしてきたら水不足の状態です。芝生の状態を確認しながら適宜散水を行います。

○芝刈り
夏芝の育成を促すためにも、１週間〜２週間に１回、短く（3〜4cm程度）刈り込み、夏芝に日

が当たるようにします。

○追肥
冬芝の勢いがなくなり、夏芝の部分が増えてきたら、夏芝の育成を促すため追肥を行いま

す。肥料の量は1,000㎡あたり１ヶ月に20kg〜30kgが目安です。芝生の育成状況や運動場の
使用頻度をみながら回数、量や時期を調節します。

梅雨明け以降、急激に気温が上昇し、夏芝の生長が盛んになる季節となります。気温が高
い夏場は、スプリンクラーにより散水を行います。

○散水
気温が高く雨の降らない日が続きますが、２年目以降の維持管理では、１日１回、１㎡あた

り約1〜2mm（1,000㎡あたり1〜2ｔ）が目安です。
散水時間は、スプリンクラーの機種や給水能力（水圧 ・管径）、ポンプの有無によって大幅

に変わるので、設計者か工事会社にご確認下さい。
夏場の散水は、運動場の地熱が十分下がった夜間（深夜２時〜３時頃）が適切です。

☆スプリンクラーの点検について☆
スプリンクラーが故障し、散水ができていない箇所があるとその部分の芝生が枯れてしまい

ます。月１回程度は、昼間に数分間散水し、スプリンクラーが正常に作動しているかの確認を
適宜行ってください。

○芝刈り
１週間〜２週間に１回、短く（3〜4cm程度）刈り込み作業を行います。あまり短すぎると、芝

生を傷めることになります。長く刈らずに放置すると、生長した部分を刈ったあと、日光が当た
らず黄色く変色した部分が残ることになります。

○施肥
使用による傷みから回復するために施肥を行います。１ヶ月に１回、1,000㎡あたり30kgが目

安です。芝生の育成状況や運動場の使用頻度をみながら回数や量を調節します。

夏芝が勢いを増してくると、定着していないところや傷みが大きい箇所が現れてきます。補
植をする場合には、この時期（梅雨入り前）が適当です。補植を行ったあとは十分な養生期間
をとってください。
※補植は遅くても７月中旬までに行うようにしてください。
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基本的に雑草は、芝生が密集していない隙間に生えてきます。雑草が生えていると、ラン
ナーが横に広がりにくくなり、芝生の生育を妨げます。

上に伸びる雑草は、芝刈り機で刈り取り、芝刈り機で刈り取れない雑草は、小さいうちに抜
き取り作業を行います。雑草が多い場所は、除草した後補植をします。

刈り取り作業をまめに行うことで、雑草の増殖を防ぐことができます。

基本的に、冬季期間中の維持管理（散水、芝刈り等）は必要はありません。ただし、芝生の
傷みが激しい場合などには施肥を行います。

冬芝の種をまいた後、約３週間養生します。芝生の状況を見て、適宜散水や刈り込み、施
肥を行います。
○散水

種まき後、約２週間は１日１回１㎡あたり約1〜2mm（1,000㎡あたり１ｔ）を、日中の暖かい時
間帯に散水します。また、気候や発育に合わせて水量を調節します。
○刈り込み作業

夏芝と同様に3〜4㎝を目安に生育状態や運動場の使用状況を見ながら行います。
○追肥

冬を元気に過ごさせるためにも１１月頃に１度、1,000㎡あたり約40㎏を散布します。

③野鳥に種を食べられな
いよう、防鳥テープやかか
し等で、鳥よけをします。

夏芝の保護のため、冬芝の種をまきます。時期は９月下旬〜１０月中旬（発芽適温は、20℃
〜25℃）が適しています。まく種の量は、1,000㎡あたり40kg〜50kgが目安です。冬芝の種をま
く前に、芝刈りをしておきます。
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